
小寺臨床講読ワークショップ（Clinical Reading Workshop） 

フロイトの系統的理解：第Ⅳ期 3.新たな分析的諸見地（1920－1939） 

 

本ワークショップのご案内 

本ワークショップは、参加時間の中でフロイト読解を体験して、精神分析の〈現場〉

へと赴くことを目指しています。2017 年度は、1920 年以降の後期のフロイトの展開

を取り上げます。集団力動の理解・改訂された欲動論・超自我‐自我‐エスの内的構

造論・トラウマの問題など、現代の精神分析に直結している論文を中心に、そこに含

まれている興味深い概念を検討すると同時に、臨場感ある現代論文を参照します。フ

ロイトの著作は今も基本であり発想の源泉ですが、読み進めるのは、容易ではありま

せん。晩年の著作も、対象関係論や現代の精神分析とはまだ距離があります。グルー

プで読み進めることによって、理解は深まり、初学者の方も経験ある方も、新鮮なフ

ロイトに触れることができるでしょう。３年目の本年度からの御参加も受け付けます

ので、継続の方も新規の方も奮ってご参加ください。 

 

テキスト： フロイトの論文を系統的に講読します。詳しくは Reading List を参照

ください。ジャン-ミシェル・キノドス『フロイトを読む』（岩崎学術出版

社刊）を参考書とします。 

日 程： ２０１７年４月以降の第三金曜（但し、変更の場合あり） 

午後７時～１０時。年１２回。 

講 師： 福本修（余裕があれば時にゲスト講師） 

ところ： 小寺記念精神分析研究財団セミナールーム  

新宿区四谷 3 丁目 4 番 SC ビル 6 階 

受講料： ６０，０００円 

定 員： 20 名程度。テキストを読んで参加できる方。臨床経験の多寡は問題では

ありません。必要な場合、選考があります。連絡のため、メールアドレ

スを必ずお書きください。  

申込方法：申し込み用紙に必要事項を書いて、FAX または郵送してください。最終

的に、受講の可否を葉書きにてご連絡いたします。はがきに記載の振込

先をご確認の上、受講料をお振込みください。  

      〒160-0004 新宿区四谷 3 丁目 4 番 SC ビル 6 階 

      小寺記念精神分析研究財団事務局  FAX：03-3350-9749 

申込期限：２０１７年４月１７日（月） 

 

少人数に限定されておりますので、お申込後の取り消し、ご欠席等のないようにご

留意ください。 

主催 小寺記念精神分析研究財団 
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Reading List: Reading Freud and post-Freudian ideas 4 

フロイトの系統的理解(第Ⅳ期)：3.新たな分析的諸見地（1920－1939） 

 

全 12 回。SE は Standard Edition の略。フロイトの邦訳は、主に岩波書店版『フロイト

全集』（全、と略）を参照のこと。 

 

１．［4 月 21 日］反復強迫と死の欲動の問題  

※ 「快原理の彼岸」（SE XVIII, 1-64; 全 17、53-125）  

※ May, U. (2015). The Third Step in Drive Theory: On the Genesis of Beyond the 

Pleasure Principle. Psychoanal. Hist., 17:205-272. 

※ Joshua Levy (2011). The dream in Beyond the Pleasure Principle and beyond. 

In Mary Kay O’Neil & Salman Akhtar (Ed) On Freud's "Beyond the Pleasure 

Principle", pp128-153, Karnac Books, 2011. 

 

２．［5 月 19 日］構造論的見地の始まり  

※「集団心理学と自我分析」（SE XIII, 65-143; 全 17、127-223）  

※ Hanni Biran: Myths, memories, and roles: how they live again in the group 

process. In The Courage of Simplicity. Essential Ideas in the Work of 

W.R.Bion, Ch7, Karnac, 2015. 

※  Patrick de Maré: Large group perspectives. In Small, Large, and Median 

Groups, Ch 8, Karnac, 2012. 

 

３．［6 月 16 日］構造論の導入  

※ 「自我とエス」（SE XIX, 11-59; 全 18、1-62）  

※  Midgley, N. (2012). Peter Heller's A Child Analysis with Anna Freud: The 

Significance of the Case for the History of Child Psychoanalysis. J. Amer. 

Psychoanal. Assn., 60:45-69. 

※  Antonino Ferro (2002). Superego Transformations Through the Analyst's 

Capacity for Reverie. Psychoanal Q., 71:477-501. 

 

４．［7 月 21 日］マゾヒズムの概念と臨床 

※ 「マゾヒズムの経済的問題」（SE XIX, 155-170; 全 18、287-300）  

※ Marie Bonaparte (1952). Some Biopsychical Aspects of Sado-Masochism. Int. 

J. Psycho-Anal., 33:373-384.  

※ Paul Williams (2001). Some Difficulties in the Analysis of a Withdrawn Patient. 

Int. J. Psycho-Anal., 82:727-746.  

 

５．［8 月 18 日］新しい不安概念  

※ 『制止、症状、不安』（SE XX, 75-174; 全 19、9-101）  

※  Samuel Arbiser: An unexpected clinical experience: rethinking affects, In 
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Samuel Arbiser and Jorge Schneider (Ed) On Freud's "Inhibitions, Symptoms 

and Anxiety", pp231-242, Karnac Books, 2013.  

※ Rachel B. Blass (2014). On ‘The Fear of Death’ as the Primary Anxiety: How 

and Why Klein Differs from Freud. Int. J. Psycho-Anal., 95:613-627.  

 

６．［9 月 15 日］精神分析的宗教論  

※ 『ある錯覚の未来』（SE XXI, 5-56; 全 20、1-64）  

※ Jonathan Lear: The illusion of a future: the rhetoric of Freud’s critique of 

religious belief. In Salman Akhtar, Mary Kay O'Neil (Ed) On Freud's "The 

Future of an Illusion", pp83-97, (IPA Contemporary Freud: Turning Points & 

Critical Issues), Karnac Books, 2009.  

※  Michael Parsons: Ways of transformation, In David M. Black (Ed) 

Psychoanalysis and Religion in the 21 Century, Ch.6, Routledge, 2006.  

 

７．［10 月 20 日］フェレンチ後期とフロイト 

※  シャーンドル･フェレンチ（1933）：大人と子どもの間の言葉の混乱、岩崎学術出

版社、2007．Confusion of Tongues between Adults and the Child. In Final 

Contributions to the Problems and Methods of Psycho-Analysis, Ch 16, The 

Hogarth Press, 1955. 

※ ニコラス・ランド、マリア・トローク「精神分析の歴史に見られる局所構造のなか

のパラドックスと秘密」『フロイトの矛盾』第Ⅲ部第 1 章、書肆心水、2016． 

※  Peter L. Rudnytsky: Rescuing psychoanalysis from Freud: the common 

project of Stekel, Jung, and Ferenczi, In Rescuing Psychoanalysis from Freud, 

Ch3, 31-71, Karnac, 2011. 

 

８．［11 月 17 日］女性性論  

※ 「解剖学的な性差の若干の心的帰結」（SE XIX, 248-258; 全 19、203-215）、「女

性の性について」（SE XXI, 225-243；全 20、215-238）、「続･精神分析入門講

義 第 33 講」（SE XXII, 112-136; 全 21、145-177）  

※  Harriet Anderson: Psychoanalysis and Feminism: An Ambivalent Alliance. 

Viennese Feminist Responses to Freud, 1900-30, In Edward Timms, Ritchie 

Robertson (Ed) Psychoanalysis in its Cultural Context, 71-80, Edinburgh 

University Press, 1992. 

※ Judith S. Kestenberg (1980). The Three Faces of Femininity. Psychoanal. Rev., 

67:313-335.  

※  Jessica Benjamin (2004). Deconstructing Femininity: Understanding 

“Passivity” and the Daughter Position. Ann. Psychoanal., 32:45-57. 

 

９．［12 月 15 日］自我の分裂機制について  

※ 「フェティシズム」（SE XXI, 147-157; 全 19、275-282）、「防衛過程における

自我の分裂」（SE XXIII, 271-278; 全 22、263-267）  
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※  Ira Brenner: On splitting of the ego: a history of the concept,  In Thierry 

Bokanowski, Sergio Lewkowicz (Ed) On Freud's "Splitting of the Ego in the 

Process of Defence", pp9-26, Karnac Books, 2009.  

※  Graeme J. Taylor (1980). Splitting of the Ego in Transvestism and Mask 

Wearing. Int. R. Psycho-Anal., 7:511-520.  

 

１０．［1 月 19 日］精神分析と終結の問題  

※ 「終わりのある分析とない分析」（SE XXIII, 209-253; 全 21、241-294）  

※ Theodor J. Jacobs (2001). Reflections on the Goals of Psychoanalysis, the 

Psychoanalytic Process, and the Process of Change. Psychoanal Q., 

70:149-181. 

※ Harald P. Blum (1987). Analysis Terminable and Interminable: A Half Century 

Retrospective. Int. J. Psycho-Anal., 68:37-47. 

 

１１．［2 月 16 日］精神分析における構築の問題 

※ 「分析における構築」（SE XXIII, 255-269; 全 21、341-357）  

※  Harold Blum: Reconstruction in contemporary psychoanalysis, In Thierry 

Bokanowski, Sergio Lewkowicz (Ed) On Freud's "Constructions in Analysis", 

pp25-30, Karnac Books, 2011.  

※ Jacques Press (2006). Constructing the Truth: From ‘Confusion of Tongues’ 

to ‘Constructions in Analysis’. Int. J. Psycho-Anal., 87:519-536.  

※ Rosine Jozef Perelberg (2011). ‘A Father is Being Beaten’: Constructions in 

the Analysis of Some Male Patients. Int. J. Psycho-Anal., 92:97-116.  

    

１２．［3 月 16 日］フロイトとユダヤ性 

※ 『モーセという男と一神教』（SE XXIII, 1-137; 全 22、1-173）  

※  Rachel B. Blass (2003). The puzzle of Freud's puzzle analogy. Int. J. 

Psycho-Anal., 84:669-682. 

※ ヨセフ・ハイーム・イェルシャルミ『フロイトのモーセ――終わりのあるユダヤ教

と終わりのないユダヤ教』第 3 章「父の宗教、息子の宗教、「ユダヤ民族特有の

事柄」」、岩波書店、2014．Yosef Hayim Yershalmi: Freud’s Moses: Judaism 

Teminable and Interminable, Yale University Press,1991. 
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小寺記念精神分析研究財団主催／２０１７年度 

 

小寺臨床講読ワークショップ参加申込書  

 

参加申込書は、下記住所まで郵送またはＦＡＸにてお送りください。  

参加申込書は、下記住所まで郵送またはＦＡＸにてお送りください。  

  〒160-0004 新宿区四谷 3 丁目 4 番 SC ビル 6 階 

        小寺記念精神分析研究財団事務局   

FAX：03-3350-9749 

 

申込締切：４月１７日（月）               申込  月  日 

フ  リ  ガ  ナ  

氏   名 

 

 

 

男・女  （１９  年生） 

 

勤 務 先 

 

 

 

所   属 

 

 

 

職種 

 

経験   年 

連絡先住所 

自宅･勤務先  

(どちらかに○) 

〒 

電話(携帯可) 

自宅･勤務先  

 

 

e-mail アドレス 

 

 

セミナーの内容は、臨床心理系大学院修士課程修了程度の知識を前提としています。今期

は、精神分析の始まりから扱います。参加者のメンバー構成および採否に関しましては、

当方にご一任いただきます。決定次第、葉書にてご連絡いたします。振込先は、その際ご

案内します。  
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教育･研修歴（最終学歴･研修機関のほか、これまで参加した系統講義･セミナーなど） 

本ワークショップへの参加動機 

基本知識（［ ］内の該当するものに○をしてください）  

最も印象に残るフロイト論文：①                

②              ③ 

キノドス『フロイトを読む』は［既読・未読・読むつもり］  

西園昌久監『現代フロイト読本』は［既読・未読・読むつもり］  

英語力は［十分ある・時間を掛ければ読める・ほとんど読めない］  

 

その他（あればご自由にお書きください）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本セミナーの案内をどのようにして知りましたか？該当するものに〇をお付け下さい。  

郵便・ホームページ・メール・知人の紹介・その他（                 ） 

※記載いただいた個人情報は、セミナーのご連絡及びご案内のみに使いたします。 


